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Abstraet

A considerabledevelopmenthasbeenwitnessedin thecontrollingmethodfor

theboilerfaninthepostwardays.

Inthis article,the writers describe丘rstthevane
controlling method for the

boilerfanwhichhasbeeninincreasinglywidert]SeSincethewarend,andcaresto

betakenindetermlnlngthespecificationsforboilerfanstobeusedtlnder
the vane

COntrOIsystem as wellas the remarks on the designlng and construction ofsuch

Accordingtothewriters,itisdesirabletouse,WhenthevanecontroIsystemis

applied,tWO-Speed motor for the fan drive.

AIso,the writers touch on the change-OVerpOintandthe

itforthetwo-Speedmotor,an･dintheendofニthearticle,have

Ofachlaldesignmgofautomaticcombustionアcontroldevice.

〔Ⅰ]緒 盲

火力発電所に於けるボイラの燃焼を助長するものとし

て､ボイラの押込み及び吸Ⅲしフアンが使用される｡

火力発電所のボイラフアンは押込み､吸用し共絶えず

止める なく運転されるため十分頑丈に製作されねばな

らず､又使用し易い 効も然で要泌力事 が横風

望まれる｡この条件を大体満足するものとしてタ←ボ型

送風機が押込み､吸出し共比較的多く佐相されている｡

ボイラが達

応じて風量を

運転される事によりフアンもその負荷に

節して運転される｡

最近ほ火力発 所のボイラの容量も次第に大きくな

り､従ってボイラ用フアンも押込み､吸Ⅲし共に大容量

のフアンが計画され､ボイラ1 に対しフアンを2組

(押込み2台吸出し2台〕使用する場合もしばしばある｡

*

** ***

日立製作所川崎工場

日立製作所日立工場

time requirement for

glVen a few examples

第1図

Fig.1.

流 体接手 付押 込 み フ ア ン

Forced Fanwith HydraulicCoupling

又これ等のフアンの｢r--特に吸出しフアンは､屋外に据付

られる傾向になりつゝある｡
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第2図 流 体 接 手 付 吸 出 し フ ア ン

Fig.2.Induced FanwithIIydraulic Coupling

〔ⅠⅠ〕ボイラフアンの風量調節法

ボイラフアンの風量 節法は種ケな方法が採用

前と戦後を比較して見るに相等変って

前は主として下記の方法が採用された｡

るれさ

た.｡

(1〕手仇操作による吐F11口｢又ほ吸込口)ダンパー

に依る方法:｡

〔2〕電動機の

法｡

度制御によりの回転数を変えるブイ

(3)第1図(二前貢参照刃之び第2図に見られるように流

体横手を使問しフアンの回転数を変換する方法.

上記の風量調節法ほそれぞれ特長ほ有してぃるが何れ

も最適の方法とほいえないようである｡

ダンパ←コソ1､ロールに依る風量調節法は､構造ほ比

較的簡単で坂根いやすいが､電動機入力の大幅な減少は

余り望めない｡電動機の連座制御による方法は､送風機

側だけほ効率がよいが電動機側に相当な損失があるた

め､これも余り有利な方法とほいえない｡又流体技手に

依る方法も定速度 動機を使用出来るという利点はある

が､流体接手白身の損失も文相当あるっ(流体接手を送風

機に使用する場合は､流体接手の損失は電動機回転速度

の2/3で最高となり､その値は定格出力の約16%であ

る｡)

戦後に於ては上記種々の方法も未だ幾らか 用されて

いるが､手動操作によるダンパーコントロールは電動柁

作にかわって来た｡

我国に於て戦後新しい方法として採用され始め､硯在

注月の的になっている風量調節港にべ-ンコントートール

という方法がある｡ しこれは決して目新しい方法でほ

なく､アメリカに於てほ己に相当以前からボイラフアン

に採用され､叉日立製作所に放ても戦前製作した実績を

もっている.

これの概略の構造ほ己に本誌(1)(2)に依り紹介した通り

であるが､現在でほ殆どボイラの押込みフアンにはこの
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第3図
一各種風量調節に依る入力比較

Fig･3･Compar王son ofInputl-y Various

ControIs

方法が採用され､又高温ガスを聴扱川畑-1しフアンにも

探聞され始めたっ

このべ--ン′コこ/ 簡レノ∴ロト

と同様に簡単で､又低廉な迂遠度

こ/パーコンl､ロール

動機も使用出来､･然

もこれで風量調節を行う場合は､ダンパーコン1トロール

に比較し常に .l■■
又電動機の速度制御に

比較しても一部分〔風量で約25%位の範囲)は 動機

入力は少くてすむというような非常に利島を多くもった

風量調節珪である｡

このような風量調節力潅が 用され始めたのほ､磯後

電力不足が叫ばれ年と共に電力の需要はますます増加し

た点を考 した結果であると思われる｡第3図は各種の

風量調節を行った場合の入力の比較を示す｡

以上述べた如く､べ←ンコントロ←ルに依る風量

法ほ戦後大いに貰伝され且つ普及されたが､これをボイ

ラの吸出しフアンに使用する時は､高温で然も多量なダ

ストを含むガスを取壊うため大いに注意しなければなら

ぬ=.欧米に放ても吸臼-iしフアンの風量調節法には流体接

手が大部使用されているが､又べドンコン1トロールも採

用されている｢:二のガスに対し磨耗放び熟膨脹を十分考

慮し､べ-ソに特殊な材料を使用し､文構造上に 々托
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意を払えば吸出Lフアンにべ←ンコントロ←ルを採川す

ることは一向差支えないのは勿論､べ-ンコントロール

の方が動力消費が少くて有利な事はいう迄もない であ

る｡最近は我国でも吸出しフアンにもべ←ンコントロ｢

ル採用の傾向が多くなりつゝある｡これを

しフアンを屋外に据付る時はA.C.C.(白

柑した吸出

動燃焼制御

置)の微妙な変化を伝えるためにリンク機構を風 に曝

して錆びさせないように､この部分にほ全部防水カバー

をかけねばならぬ〔第4図ほその-一例を示す｡

[ⅠⅠⅠ〕ボイラフアンの構造

ボイラフアンの塾態及び各部構造ほ通常のフアンと具

ならぬが先に た如く連続運転を行うため､使い易く

も頑丈でなければならぬ｡最近のボイラフアンの各部

構造の特長点を列記すると下記の通りである｡

(り 押込みフア ン

押込みフアンは筆†勺空気ほ吸込ふ､ボイラに吹込む役

をするため､通常形態は両吸込珊こLて形態を小さくす

るロ即ち第5図､第占図のような形態であるが大体の構
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第5図 押込みフアン

Fig.5.Forced Fan

遣ほ第7図し次頁参照Jの適りである｡

(A)フ ア ン本体

a~ノ 羽楳珂㍉軸､ケ←シング等ほ各メ･-カー共それぞ

れの経験を生かし特長があるが､ケーシングスパイラル

の形状は極力動圧を回収するようにしなければならずそ

のた♂)にほ る程度大きい方が望ましい｡
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第7図

Fig.7.

押込= み フ ア ン 断面 図

Sectional View of Forced Fan

b_)軸受は通常ボール又はローラーベアリングを使用

する｡

(B〕べ←ンコントロール機構

a〕べ-ンほ普通鋼板 とする｡日 はて於に所作

べ-ン断面は種々研究の結果流線形翼型をとり､風の流

れに依る抵抗を綿力演少しべ←ンコントロrル採川の利

点をなるべく多くした｡

b)リンク機構はA.C.C.に依る微妙な変化迄完全に

伝えるためには路来得る限り軽く操作し得る事が必梨で

ある｡従って摺動部分ほ錆を生じない材質で製作且つ注

油の必要のない機構にする事が望ましい｡

C〕べ-ン開度と風量変化の割合が■一定でないため､

全開から全閉への速度を変化させることに依り絶えず風

量の変化を一定にするようなリンク機掛こし全閉附近で

も完全にA.C･C･による変化に応じ得ることが必要があ

る｡

〔二2)吸出 し フア ン

吸出しフアンはボイラの排ガスの吸出しに 用される

のであるが､火力発電所のような大きいボイラに使用さ

れるものは､据付面積を小さくするため両吸込禦が通常

採用され､又自家発電の場合等にはしばしば片吸込塑!も

使用される｡最近の傾向として排ガスを煙道に導くため

にのみ使用される吸出しフアンは､屋外に据付られる

が多くなった｡従って第4図の如くフアン､ 動機共風

雨に曝されるのを防ぐためそれぞれ防水に対し考寝しな

ければならぬ｡
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第8図

Fig.8.

吸 出 し フ ア ン

Induced Fan

形態ほ第8図､第9図のようであるが大体の構造ほ第

10図に示す通りである｡

〔A)フ ア ン本体

a)構造朗には押込みフアンと殆んど異ならないが､

羽根畢及びケーシングはダス†に依る摩耗に対し考慮し

なければならぬ｡特にケーシングには通常内面にライナ

ーを取りつけ磨耗した場合ほこのライナ←を
単に取り

番え得る構造にする｡

t))ダストを多量に含む高温ガスを取扱うため､振動

の点に特に留意し､第一次危険回転数を常用回転数より

大幅に高くとって軸径を定める必要がある｡

C)軸受ほ通常 内面にホワイトメタルを裏
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Fig.9. GeneralView ofInduced Fan
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Fig.10. SectionELIView of Trlduced Fan

機
中
疋

付し､ジャケ･ソト水冷式の物を比較的多く採用したが､

最近ほローラ∵､又はボールベアリングも使用されてい

る.｡

〔B)べ←ンコントロ･-ル機構

a~)磨耗に対しべ-ン材質ほ十分考慮しなければなら

ぬ｡日立製作所に於てはべ-ン材質は鋳鉄製とし､

塗料にテルル(Te)を沫加する独特な技術によって表面

の硬化をはかり､表面ほ第11図に見られるように一様な

厚さに白銑化されている.硝断面ほ流線形翠動こ近い型

をとっている｡

b〕リンク機構等は押込ネフアンの場合と殆んど同様

である..

C) コントロール機構の摺動画にダストの附着を防止

し､

らぬ′

ざ由しなくても く操作し得る構造にしなければな

第11図 吸出 しフ ア ン のべ←-:ン 断面

Fig.11.Section of Vane()fInduced Fan
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〔ⅠⅤ｣ボイラフアンの仕棲の決定

(り ベーンコントロール採用時の注意

ボイラほ最初経済負荷或ほこれに近い点で運転される

のが普通であるが､炭質の変化

に依り最大負荷で

l

転される萎もある｡この両仕

の変動

を1

台のフアンにて前足させ然も動力消費を考えた時ほ電動

機を二速度にし且つフアンの風量 節をべ-ンコンIロ

ールにて行えば有利な部分が二箇所出来ることからして

力消重量が少くなる｡今このような風量調節を行

う場合､フアンの仕様決定は相等注意を要する｡即ち通

常フアンの仕様は､最大負荷Ⅰこ或る程度余裕を見て定め

るが､この余裕の見方が大きいとフアンは徒らに大きい

容量のものになり､然もフアン自体の効率の悪い点で使

用する期間が長いというような も起り得る｡特にべ-

ンコントトーⅠ←ルを採用する場合は､これを使用すること

によって生ずる有利部分内で使用出 ぬか､或は使用出

来ても有利部分の趣く僅かな範囲で使用する事になる

故､ボイラが決定される時当然この点も良く検討してフ

アンの仕様を定めねばならぬ｡

(2〕ニ速度電動機の切替点に就いて

べ-ンコントロール採用の時は二速度 動機に依るフ

アンの運転を行う方が有利である事は上記の通りであ

る｡この二速度 動機を使用する時､ボイラの経済負荷

と最大負荷の取り方により､フアンの高速運転の場合と

低速運転の場合の仕様が定まるのであるが､この決定に

ともないペナンコントロール使用の場合は当然高速の場

合と低速の場合の切替点が問題になる｡この場合両仕様

点がべ-ンコントロール使用に依るために生ずる有利部

分内に入らねばならぬ事は勿論であるが､第12図のよう

に高速の場合の有利部分と低速の場合の有利部分が重な

る事が望ましく､然も高速､低速の切替の頻度を少くす

がとこる l.コJ も叉ボイラとしても必要である｡然し

ボイラをこの切替点の所叉ほその近くで使用する事も当

然起り得る蕃である｡

この種々の条件を考慮して全てを満足させるような方

法を破る事は仲々困難であるが､その一例として第13図

に示す如き方法も考えられる｡即ち切替点の所に数%の

幅をとり低速より高速に切替えられるスイッチAと､逆

に高速より低速に切替えられる場合のスイッチβを各1

箇とりつけ､これとべ←ンの開閉とを聯劃させるように

すれば､この切替の頻度は少くなり且つべ-ンコントロ

rルによる利点も十分活用出来得るように思う｡

(3)ニ速度電動機の切替時間

逆に高

度電動機使用の際低速から高速に切番える時､又

から低速に切番える時はそれぞれべ-ンを必要

別冊第 4 号
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第13図 二速度電動機を採用した時のベンコント

ロ･･-ルと切替点との関係
Fig.13.Relation of Vane ControIwith Pole

Change,When Two Speed Motor

Controlis Applied

な闘度迄変化させねばな仁)ぬ､二の場合､適度を切替え

て正常運転に入る迄の時間と､ベトンが必要な開閉度に

なる迄の時間を合わせる事が必要であるが､べ-ン開閉

レバーはA･C･C･に連結されて居り､この取付部分のリ

ンク機構を変えることによりべ←ン開閉時間は切番時間

に簡単に合わせ得ると思われる.｡筒通常べ←ン開度に対

する風量変化ほ一様でない｡即ちべ-ン開度が全開から

45度使道は風量の変化は余り いため(第3図

参照〕べ-ンの全開から全閉迄の開閉速度を変化させ､



妓近 ♂)火力発電所用

ボイラー

､

第14図 べ-レ一方式による A.C.C.

(押込みフ

｢
＼
ノ
ノ

ンア

Fig･14･A･C.C･(Forced Fan二)on
Bailey Method

即ち全開から全閉に近ずくにつれて､ゆつくり閉まるリ

ンク機構を採用し､全閉近くの微妙な風量変化にも応じ

得るようにしなければならぬ._.

〔Ⅴ〕A.C.C.の=､三の実例

ボイラの押込み及び吸出し両フアンは絶えず変動する

ボイラの負荷に応じて風量を調節する が最も望まし

い｡これに対し最近ほA.C･じが採用され､風量調節も

これに関連Lて自動的に行う事が必要になった./,A.C.C.

には種々な方法があるが､大別して 気式と機械式に分

けられる｡･機械式にも空圧利用のもの､油圧利用のもの

等あるが､いずれの方式を採周するかばその時の条件に

依って定められるのであるが､第14図～第l`図ほ最近日

立製作所で製作したボイラフアンに採用した繰回で､某

日図及び第15図は空圧式でベトレ←方式を示し/第l`図ほ

油圧式でアスカニア方式を示す｡

ボ イ ラ フ ア ン に就 い て

炉内通気

第15図 べ-レ一方式に依る A.C.C.

(二吸出しフアン)

Fig･15･A･C･C･(Induced Fan)on

BaileyMethod

〔ⅤⅠ〕電 動 機

従来フアン用電動機としてほ､巻線回転子型誘導電動

機を用い､二次抵抗によって速度制御を行う方式が多か

った｡最近ほ前 のように電動機を定連にしてべ-ンコ

ン∴トート←ルを行う方が有利であることが確められこれに

移行しつつある〔.この場合経済

とを各 能々

l と最大負荷運転

ためには二速度電動機を用いるこ

とが望ましい｡又電動機ほ迂遠運転であるから巻線型の

必要はなく篭形 動機を用いることが出 て､二次抵抗

一等の附属品が省略出来､電動機自身も構造が簡単で取扱

いが容易であるため電気品の側から見ても有利になる｡

最近の傾向の第二に拳げられるのは吸出しフアン等が

屋上又は屋外に据付けられることである｡これほ建屋の

哺積を縮めフアンの配置に苦慮する必要がなくなる利点

を右する.=次に二速度電動機と屋外型電動機に就いて説

明したい｡
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第16図 アスカニア方式に依る A.C.C.

Fig.16.A.C.C.on Askania Method

〔ⅤⅠⅠ〕ニ速度電動機

二速度電動機ほ周知の如く一 動機の内部に高速用

繰と低速用巻線とを二段に巻き込み､一次側で適宜に切

り換えて運転するものである｡従 この種の電動機は一･

スロット内に二種のコイルを入れてある関係上､保守､

修理等に手数がかゝるという理由で敬遠される向があつ

たが､絶縁物の材質､技術が した現在､その憂ほ少

い｡ボイラフアン用としては篭形回転子であるから回転

子巻線は二段をこする必要はなく一種の篭形巻線を共通に

使用するのである｡ って二 度にしたために電動機が

大型になる率は巻線型のそれに比べて少い｡一般に低

側ほ高速側に比して力率が悪く且つ冷却フアンの効果が

下るため､定トルク又ほそれに近い場合低速

する事は

繰を附加

動機寸法を大きくすることになるが､フアン

の場合低速側は著しく出力も小さいから温度上昇の点か

らいっても低速側を附加することによって大型になる率

は小さい｡

固定子に二段の巻線を収めるにほ高速側をスロットの

底に､低速側をスロットの上部に収めて力 の均一化を

ほかつている｡フアン用として選ばれる極数ほ6/8極､

即10極､10/12極等の組合わせが多く速度比も小さいの

で高速､低速の力率の差は小さく殆ど同じであるし

起動は一般に低速側で行う｡特に吸出しフアンはその

構造上慣性能率が大きいため起動時問が長くなる傾向に

集 号

第17図 ボイラファン用誘導電動機閉鎖防滴型巻

線回転子式 型式EFU-DY

Fig.17.Induction Motor王or Boiler Fan Drip-

Proof Wound Rotor Type EFU-DY

あるので､回転子ほ勿論特殊篭形で而も起動トルク150

～200%の所

を押えている｡

高起動いレク子捌こ設計し､且つ起動電流

〔ⅤⅠⅠⅠ〕屋外型電動機

屋外型電動機の一番の問題点は勿論防水構造であり､

第二ほ火力発 所のように長期聞機械濠休止する機会の

多い場所に対しては休｣_川]の吸湿の問題である｡

防水構造として先づ考えられるのは全閉型又は全閉外

房型である｡然し通常の全閉型でほ防71く構造として不十

分なので種々の考 を払っている｡即ち構造上どうして

も耳更外す部分､例えばターミナルボックス､空隙測定孔一

の盲蓋等ほ通常のものより厚い鉄板を用い締付箇所を増

し良質のパッキングを介して締付ける｡又枠とエンドブ

ラソケットの合わせ目は恢込構造であるから 対に水は_

浸入しないものであるが隙間に7kが潜ると誘が進行する

ので絶対に間隙を作らないように考慮する｡最も水の浸

入し易いのほ軸の 通部である｡.ここほ軸受箱外側のパ

ッキングを強化した上に更にその外側に防水 を設けて

その←Flに軸に取付けた円板を延転させて水切りを行う｡

遠心力で周壁に飛ばされた水滴ほ防水重下部の孔から排

出されて機内には浸入しない｡この部分の構造は第18図

に示す通りである｡この種の電動機は完成後娩格通りの

注水試験を行い防水性の完全さを試験してt･､る｡第1?図

は屋外柑全閉外扇翌煽動機に注7ト試験を行っている状況

である｡

全閉外房豊偶動機を屋外ボイラの頂上に取付けてある

例を第20図に示してある.=.これは鴨川しフアン用電動

機で75HPl,500r･p･m･である｡

この程度の中容量のものは全閉外房埜を採用している

が､300HP 群度以上になると全閉型ほ冷却の点からず

｣F'

■



最近の 火力発電所用ボイ ラ フ ア ンに就いて

第18図

Fig.18.

防 バく型軸 受 部 棉

Water-Proof Bearing Box

第19図

Fig.19.

防水型 動機 注水 試験

Test of WaterLPro()f Motor

under WaterJet

(~AJ

第20図

Fig.20.

ボイラ上に据付けられた屋外型

(矢印〕

動機

Water-Proof MotorInstalled on the

Boiler

第21図 電 動 機 の 防 水 カ バ ←

Fig.21. Cover of Water-Proof Motor

｢B~1
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つと大聖叛こなり､且つこれに防水

るので､

火 力 発 電 機

造を施すと高価にな

動機本体は閉鎖通風型を用いてこれに防水カ

′ミーをかける方が経済的である｡この場

ほカバーの通気孔を通して行うので

別に切離しては

動機の通風

動機とカバーとほ

えられず一体として考 してある｡即

ちカバーの道真諒Lから直接雨7Kが浸入しないことは勿論

たとえ入気が細い水滴を い込んでも電動機本体に入ら

ないようにすることが肝要である｡､第21図ほ200/110

1くW600/500r.p.m.吸出しフアン用電動機の防水カバー

で(B〕は扉側(A:)は反対側を示している｡ 動機の入

気孔は両端上向になっており排気は片側面より行う｡カ

バーの入気孔は絶て巾心高より下部に設け､扉側及び直

結側と反直結側とを入貢抒Lとし､扉と反対側の側面のみ

を排気孔としている｡各入排貫首Lは囲に見るような密な

戸を設け且つこの鎧戸は斜に吹き込んでも水が入らぬ

ように特殊な形状にしてある-.鎧戸に傾斜を持たせて鎧

戸に附着した水は樋に め､叉上部や屋根にも樋を設け

て鎧戸面に7Jくが伝り落ちないよう細心､の注意をしてい

るL二:前述のように人気面積を大きくとっているので入気

速度ほ遅く従って飛沫を誘い込心･ことほない.ノ叉少量の

細滴が誘い込まれたとしても､カバ←の人気孔が下部で

電動機の人気孔が上部であることから相場が電動機に

することほないこ.

扉は点検柑でオイルゲ←ヂ､給油孔ほ屈まで引出して

ある:二.運転中はこの よ厳重に閉鎖される〔.大境模な点

換掃除等のためにカバーの両側面ほ簡単に取外すことが

出来る｡.カバーの車幅通部の構造は前述のものと同様で

ある｣

全閉型の場合は休止小の防肇剥こはそれ粧考慮を払う必

要はないが閉鎖通風型の場合にほ休⊥回一電源を切り換え

て低 を行うか又ほスぺ←スヒーターを設ける｡

〔ⅠⅩ〕=速度電動機を使用したフアンの制御

ボイラを経済負荷で選鉱する場合と最大負荷で運転す

る場合との両者を1台のフアンで運

の場合にも

して､しかも何れ

力消費量を極力減少するためには､∴速度

動機を使用してフアンの風量をべ-ンコントロ㌧-ルに

より調節すれ 効ば 艮い運転が出薫て有利であること

は前述の如くである｡

A.C.C.にこの方式を る場合にはべ←ンの開閉動作

と速度変換動作とが良く関連を保って1~耶馴こ運転されね

ばならない｡即ち低速から高速､又ほ逆に高速から低速

に切替える時は､速度が正常速度に切替え る迄の間に

その速度変化に止こじつゝべ-ンを必要な開閉度迄変化さ

せることが必要であるが､ベーンの開閉の速さほ全自動

系の慣性から選是されるべきものであF)､文フアン

器 牛寿集 号 別冊第 4 号

機の加速或は減速時間ほ電動機とフアンのCβ2 と電動

機の回転力速度特性から決って来るものであり､一方減

速時は回生制動を受けるために加速時問より相当短か

く､加うるにべ-ンの開度と風量変化の割合とが一一定で

ないといったような多くの条件が入って来るので､べ-

ン開閉速度をこれらに応じて変化させることは極めて因

襲挺な事である｡計画の当初に於てこれらの関連を∵応検

討して置かないと『極数変換の反復動作』というま一づい

結果を生ずる恐れがある｡

例えばべ←レー(Bailey〕のA･C･C･を使用する場合

にはべ-ン開閉レバーほA.C.C.に連結されており､こ

の取付部分のリンク機構を変えることによりべ-ンの全

開から全閉への変化量を次第に少くして全閉近くの微妙

な風量変化にも応じられる如くしたり､ベトンの開閉時

問を 動機の切替時間に合致させたりすることほ不可能

でないにしてもリンクの機構がやたらに複雑になること

ほまぬかれない｣このためべ←レ←のA･C･じを使用す

る場合には低速から高 への切替時間とべ-ンの閉じる

時間とが合致する如くリンク機構を設定して､高速から

低速に切替える際にほベトンが適当な開度をこ戻る迄の時

問だけ限時継 器により遅延させて低速例の切替接触器

を投入する方式が採用されている｡

第22図は普通に考えられる結線で､極数変換用開閉器

に抽入 断器を使用することは屡々動作するのに不適当

であるから高圧電磁接触器を問いる｡第23図は油入高圧

切替 磁接触器の一例を示す｡べ←ン開閉器用電動機が

低圧小田力のものであるから､頻繁な動作をする点以外

ほ普通の可逆式電磁接触器で良い訳である｡頻繁な開閉

動作による接点の損傷その他機械的衝

発生を

をこよる不工合の

けるために､日立製作所では磁気増幅器及び可

飽和リアクトルによる無援点正道 転制御装置を製作し

成功を納めているし

次に第24図に就いてべ-ン開閉速度変換併用式の動作

を説明すると､

(1〕A,C.C.の管制部よリインパルス｢風量軌が来

れば､べrン開閉

じる｡

動機によりべ-ンは徐そに閉

(2)動こインパルス｢`減｣が れば閉じ､開度勘で

制限開閉器上長が動作する｡

(3｣エS2の動作をこよりフアン

は開き､それと同時に限時継

動機の高速側接触器

器が動作し始め､

低速運転時のべ-ン開度α2〔高速運転時のべ-ン

開度αユに相当する風量と同じ嵐)まで日動的に

聞き､その前後の適当な時間(

のC上)巴により決る時間)に低

略する｡

動機及びフアン

例の接触群が閉

一■L



穀近 の イボ用所電発力火 て就にンアプラ
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第22図

Fig.22.

ヾ電

+

､"

二速度 電動 機偵 用 の結線

Sehematic Connection Diagram for

Two Speed Motor for Fan

第23図

Fig.23.

睡数変換用高打三抽入電磁接触器

High Tension OiトImmersed Magnetic

Contactor for Pole Change

(二∠t~)切換小ほ外部より受けるインパルスに†男係なく

と記動作を行い､関度〟2に達すると⊥S2によ

ってべ-ン操作が終り､後はインパル利こ止こじて

動作する.｡

(､5)インパルス｢風量増｣をうけるとべ-ンは開き､

聞産み1に於て制限開閉器｣31の動作により高

側に切替えられべ-ンほA･C･C･の三方弁の調整

により決められた時間でみ2まで閉じる｡

以上によると高速から低速への切替｢fりま自動制御系か

ら孤立することになるが､切替小の風量変化を極力少･二

α7b2/†一ノ関度 C2b7

第24図 二速度電動機を使用したべ←ンコントロ

ールの動作説明図

Fig.24.Explanatory Diagram uf VaneControI

Using Two Speed Motor

する立繭から､電動機椒激変換に什う加速或は 時間

とべ-ン開度時間即ちα.～α2或はわl～わ三の時間とをH.1

乗るだけ等し することが理

lてⅩ｣結

でお)る

自

以上ボイラフアンの毅近の風量調節法及びボイラに対

するフアンの仕様決定時の注意等記したが､要するにボ

イラ製作者はボイラフアンの性質を良く知る必要があ

り､掛こ最近のべ-ンコントロールによる風量調節を行

う時のフアンの特性に注意しなければならぬ｡文通にフ

アン製作者はボイラの特性､その他その時採用された

A.C.C.の性質等良く知らねばならぬ｡過去に於てはボ

イラ及びフアン共殆ど別箇の運転をされ､余り面倒な開

蔑も起らなかったが､最近は 力の節約､人件費の節限

等の他ボイラの運転が合理化されて来たため各

お互の特性を良く架1っておかねばならぬと痛

老は

する｡

最後に本稿作成にあたり種々御指導を仰いだ日立製作

所川崎工場送風機設計 阪倉課長､気体機製作諜小

に厚く御礼を申し上げる次第である｡
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